
道路占用工事完了写真チェックリスト

項目 確認事項 施工者 局

1 着工前
施工箇所の状況が確認できるか
（施工箇所付近に破損箇所があれば撮影）

☐ ☐

道路占用申請時の規制図のとおりに交通誘導員の撮影 ☐ ☐

道路占用申請時の規制図のとおりに工事中等の工事用看板の撮影 ☐ ☐

3 舗装版切断破砕 計画掘削幅と一致しているか，切断・破砕状況の撮影 ☐ ☐

本管土被りの計測，掘削の深さが分かるように撮影 ☐ ☐

掘削深が1.5m以上の場合土留め設置状況を撮影 ☐ ☐

他埋設管との離隔距離が30㎝以下の場合ゴム板で保護している状態を撮影 ☐ ☐

本管削孔状況や異形管等の部材毎に配管状況を撮影 ☐ ☐

構造物(側溝・縁石等)の伏越しを行う場合，貫孔機の使用状況を撮影 ☐ ☐

布設した管の埋設状況を引き及び寄りで撮影（数字が読みとれるか） ☐ ☐

管周りの防護砂の検測状況・転圧状況の撮影（転圧は20cmごとに撮影） ☐ ☐

（国）発生土を使用せず砕石にて，埋戻しを20㎝以下ごとの検測・転圧状況を撮影 ☐ ☐

（県）発生土を使用せず砕石にて，埋戻しを20㎝以下ごとの検測・転圧状況を撮影 ☐ ☐

（市）良質発生土・砕石にて，埋戻しを20㎝以下ごとの検測・転圧状況を撮影 ☐ ☐

7 埋設シート 本管及び占用物件の上40㎝に，再利用していない新しいシートの設置状況を撮影 ☐ ☐

むらが無く満遍に散布されているか確認できるよう撮影（散布面の着色状況） ☐ ☐

路盤面，既設舗装断面部の散布状況が分かるよう撮影 ☐ ☐

検測（厚さ・延長・幅）・転圧状況を一層ごとに撮影 ☐ ☐

区画線（掘削箇所及び現況消えているもの）の引き直し後を撮影 ☐ ☐

カッター跡にシールコートをしているか撮影 ☐ ☐

計画本復旧幅と一致しているか，切断・破砕状況の撮影 ☐ ☐

不陸整正の状況を撮影 ☐ ☐

むらが無く満遍に散布されているか確認できるよう撮影（散布面の着色状況） ☐ ☐

路盤面，既設舗装断面部の散布状況が分かるよう撮影 ☐ ☐

検測（厚さ・延長・幅）・転圧状況を一層ごとに撮影 ☐ ☐

カッター跡にシールコートをしているか撮影 ☐ ☐
13 区画線 溶融式区画線の施工後の状況写真 ☐ ☐
14 完成 検測（延長・幅，桝の設置高さ等） ☐ ☐

※ 舗装構成ごとに撮影する（車道・歩道等）
※ 本復旧が２車線にまたがる場合はそれぞれの車線ごとに撮影する。
※ 作業毎に必ず写真が撮影されているか確認すること
※ 上記内容に不備がある場合はやり直しての撮影になります。
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道路占用工事完了写真について社内検査の結果，不備が無いことを確認しました。
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